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原 著

齲蝕リスク評価による若者における歯石沈着の予測性

増田美恵子1） 荒川 浩久2）

概要：歯石は歯周疾患のリスク因子の一つであり，歯石の沈着にはプラークの付着と唾液性状の関わりが大きい．歯石
沈着のしやすさを，齲蝕リスク評価に用いられている唾液検査で予測できるという仮説を立てた．そこで，唾液流出量，
唾液緩衝能，唾液 pHおよび唾液の粘稠度と，歯石沈着との関連を分析した．また，口腔清掃習慣と歯石沈着との関連につ
いても検討した．
目的変数を歯石除去および研磨後の 8週間後の歯石沈着状態とし，歯石沈着の「多い」グループ，「少ない」グループに
2分し，説明変数として各唾液検査項目のそれぞれを同じく平均値で 2水準化し分析した．
その結果，齲蝕リスク判定に用いられている唾液検査結果のうち，唾液粘稠度の「さらさら・ふつう」唾液のものに有
意に歯石沈着が多かった．また，デンタルフロス使用グループでは，歯石増加率で有意な歯石沈着抑制がみられた．
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緒 言

歯科予防処置においても，エビデンスに基づいた計画，
処置，管理を行うことが重要視され，各種のリスク評価
が行われている．齲蝕予防においては，唾液を材料とす
る各種の検査キットが製品化され，唾液の性状と齲蝕細
菌数を測定し，日常生活習慣も考慮に入れて，現在ある
いは将来の罹患性や進行の予測を行い，予防処置計画や
管理への動機付けに利用されている．また，齲蝕リスク
検査は，主として幼児や学童などの小児の齲蝕予防管理
に組み込まれることが多い．
一方，歯周疾患予防においては，歯周病細菌の検査，

唾液を材料とした潜血反応，酵素による炎症反応の有無
などにより，歯周疾患への予測とスクリーニングが行わ
れ始めている1―3）．しかし，歯周疾患リスク検査は，日常
臨床に十分に活用されていない現実もある．保険診療を
主体とした臨床においては，初診時に行われるのは，ポ
ケット，動揺度，歯間離開度の測定などの病態検査が中
心であり，リスク評価とは異なっている．疾患の治療を
目的とした保険診療においてはやむをえない側面でもあ

る．
平成 17 年歯科疾患実態調査4）の歯肉所見の有無（5歳

以上）では，歯石沈着のコード2の割合は5～9歳
16.7％，10～14 歳 25.4％，15～19 歳 53.6％，20～24 歳
51.4％と，若年者から多くみられている．これらは歯周疾
患のハイリスク群といえ，予防を強化する標的でもある．
また，歯石沈着のしやすさには個人差が大きく，プラー
クコントロールは良好でも，除石後すぐに沈着がみられ
る者もいる．
若年者の縁上歯石（以下，縁上歯石を単に歯石とする）

は，プラークが石灰化したものであり，プラーク蓄積の
温床となるため，歯周疾患のリスク因子として重要であ
る．歯石の形成と沈着には，プラークだけでなく唾液の
成分や性状との関連が大きい．歯石の石灰化のメカニズ
ムについては，プラークの存在，唾液に含まれる過飽和
なリン酸カルシウム，唾液 pH，唾液タンパクなどの関与
が考えられている5―8）．また，長期経管栄養者における唾
液分泌増加と唾液 pHの上昇と歯石沈着との関係の報
告9―11）もある．唾液分泌量，唾液 pH，唾液粘稠度などは，
齲蝕リスク検査の項目でもあり，唾液を利用した検査と
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